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年頭のご挨拶年頭のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。
　令和８年の年頭に当たり、謹んで新年のご
挨拶を申し上げます。また、日頃から、当協
会の業務推進に格別のご支援とご協力を賜り、
心から感謝申し上げます。
　昨年を振り返りますと、３年連続の暑い夏
となり、特に７月は記録的な高温、少雨とな
ったことから、様々な農作物の生産に影響が
心配されました。しかし、本県主力の米につ
いては、予想収穫量が前年を上回る見込みと
なっています。また、畜産関係では、県の調
査では、採食量や乳量の低下などがみられま
したが、死亡事故は例年並みの状況でした。
今後も暑熱対策は増々重要となりますので、
早めの対応をお願いします。
　次に、家畜伝染病については、昨年11月に
胎内市の2養鶏場で高病原性鳥インフルエン
ザの発生があり、約90万羽の鶏が処分されま
した。
　また、豚熱についても県内で野生イノシシ
の感染が継続的に確認されています。さらに、
アフリカ豚熱が昨年10月に台湾で発生し、東
アジアで発生していない国が日本だけとなる
など、発生リスクが高い状況となっており、
最大限の警戒をお願いします。

　肉用牛経営については、物価高騰による節
約志向により、和牛枝肉の価格は令和４年５
月以降低下していましたが、令和６年10月以
降回復し、昨年は前年を上回って推移しまし
た。しかし、繁殖農家の減少等による子牛不
足のため、素牛価格が上昇していることや、
飼料代等の諸経費も高騰しており、出荷時に
利益確保ができるか不透明な状況が続いてい
ます。
　また、配合飼料価格はウクライナ危機等に
より急激に上昇し、その後、米国やブラジル
におけるとうもろこしの豊作等により、概ね
低下傾向で推移していますが、依然として高
止まりの状況が続いています。
　このように、畜産経営はしばらく厳しい状
況が続くことが予測されますが、当協会では、
国、県及び公益社団法人中央畜産会等と連携
して、経営コンサル事業、価格安定制度の運
用及び家畜衛生事業等を的確に実施し、生産
基盤の強化、生産性向上による所得の確保及
び家畜衛生対策の徹底に取り組んでまいる所
存です。
　結びに、令和８年が皆様にとって希望に満
ちた明るい年となりますことをご祈念申し上
げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

公益社団法人新潟県畜産協会公益社団法人新潟県畜産協会
会　長�　会　長�　伊　藤　能　徳伊　藤　能　徳
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畜産経営セミナーを開催しました！

　近年、農業におけるイノシシ等による獣害が増加傾向にあり、畜産経営においても圃場や畜舎

の内外で被害が確認され、コストの増加や疾病発生リスクの増加につながることから、対策が重

要視されています。

　そこで、獣害の予防・対策に対する意識向上を図り、経営基盤の強化につなげることを目的と

して、12月９日にJA全農にいがた県本部ビル大会議室において、畜産経営者及び支援機関・団体

等の担当者を対象とした畜産経営セミナーを開催しました。

　なお、今回は畜産関係者だけではなく、獣害に悩む農業者及びその関係者も対象とし、開会で

は、当協会の朝比奈専務理事が、今回のセミナーは圃場や畜舎における獣害対策がテーマである

ものの、農業に広く関わりがある内容であるため、本セミナーで学んだことを畜産以外でも広く

参考にしてほしいと挨拶しました。

　講師には麻布大学 生命・環境科学部の江口 祐輔 教授をお迎えし、「畜産・農業における獣害対

策（地域ぐるみでの取組）について」と題して、イノシシをはじめとした獣害の現実や課題の要点、

動物種ごとの特性、それに合わせた対応等についてご講演いただきました。特に、獣害対策でな

ぜ効果が上がらないのか、どうすればよいのかといった現場の課題を具体的に説明していただき、

実践的な対策について分かりやすくお話されていました。

　本セミナーでは、畜産をはじめとした様々な所属の方からご出席いただき、農業分野全体で関

心の高いテーマであることが改めて伺えました。

　参加者アンケートでは、「獣害被害の見方が変わった」「動物の生態に基づく対策が重要と気づ

けた」など多数の方から高評価をいただき、当初の目的に沿ったセミナーを開催することができ

たと感じております。

生態に基づいた対策の重要性について生態に基づいた対策の重要性について
説明する江口教授説明する江口教授

会場の様子会場の様子
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第76回日本酪農研究会第76回日本酪農研究会
（株）小野牧場　小野洋平さん（新発田市）が太田賞を受賞（株）小野牧場　小野洋平さん（新発田市）が太田賞を受賞

　11月19日、岡山市内の岡山コンベンションセンタ

ーで、日本酪農青年研究連盟が主催する第76回日本

酪農研究会が開催されました。この発表会で新発田

市の（株）小野牧場代表 小野洋平さんが経営発表

を行い、太田賞および奨励賞を受賞されましたので

紹介します。

〇日本酪農研究会とは

　全国の酪農経営によって組織される団体、日本酪

農青年研究連盟（酪青研）が主催する農林水産祭参

加行事です。酪青研は各地域の「単位研究会」活動

に力を入れており、本発表会は各地域の経営実践事

例の共有と全国の酪農経営の交流を目的として、毎

年開催されています。

　当日は全国から選抜された６戸の経営発表及び５

戸の意見事例発表がありました。

　いずれもハイレベルな飼養管理技術に加えて、

各々の経営を取り巻く条件を強みに活かす多様な経

営戦略をとっており、非常に参考になるものでした。

　その中で、小野さんは『「小野牧場があってよか

ったよ」を目指して』と題して自身の経営の特徴に

ついて、大きく分けて３つについて紹介しました。

株式会社小野牧場の３つの特徴

（１）情報の共有

　�　自身の牛群や経営の状態を把握する４つのサー

ビスを積極的に外部と共有。

　多角的な視点で改善策を模索する。

　①代謝プロファイルテスト

　　獣医師・酪農ヘルパー・地元酪農家と共有

　②畜産コンサル

　　畜産協会の経営診断結果を外部と共有

　③MILook（遠隔健康管理サービス）

　　獣医師・協力会社と共有

　④牛群検定

　　北陸地域の酪農家同士で結果を共有

（２）情報の発信

　�　音声配信プラットフォームstand.fmで「マキス

メラジオ」の配信を通じて日々の牧場の様子や考

えていることを発信。酪農という仕事の理解醸成

や、同じく配信をする仲間づくりに努める。

（３）作業平準化と新たな雇用の発掘

　�　トヨタ改善方式を参考に「誰でもできる」作業

体系を目指して農場内の作業動線・マニュアルを

整備。タイミーなどの活用によりこれまで畜産に

携わったことのない人材の雇用へつなげる。

〇太田賞の受賞

　発表後の審査講評では、小野さんの発表について、

情報共有と発信を通じた地域貢献と作業平準化によ

る新たな地域労働力発掘の取り組みが高く評価され、

奨励賞と合わせて豊かな生活を実現した経営に送ら

れる太田賞が贈られました。



（令和８年１月５日）61号（令和８年１月５日）61号 5

肉用牛（枝肉・子牛）価格の動向について
　飼料・資材高騰を始めとした様々な要因が大きく変動している昨今の情勢に伴い、
標題のことについて直近の情報を提供いたします。

【〔参考〕 本県における主な関連制度の発動状況】� （単位：円）

制 度 名 品　種 ４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分 合　計

肉用牛肥育経営
安定交付金制度

肉専用種 － － －－ － 4,926,523 － 4,926,523
交雑種 － － 1,283,956 － 1,135,269 1,857,035 4,276,260
乳用種 899,753 354,596 654,350 1,001,203 802,893 1,223,197 4,935,992

肉用子牛生産者
補 給 金 制 度 発動なし 発動なし －

※肉用牛肥育経営安定交付金制度は月毎、肉用子牛生産者補給金制度は３か月毎に発動の有無が決まります。
※肉用牛肥育経営安定交付金制度は概算払と精算払を合算した総額を記載しています。

牛枝肉卸売価格（全国）の推移

肉用子牛価格（全国）の推移

農林水産省「食肉流通統計」

農畜産業振興機構調べ

R7.9　667千円

R7.9　2,154円/kg



国産
の牛乳

、お肉、卵を食べてまもろう
畜産物を生産するためのコストが

上昇しています。
皆様に国産の畜産物を食べていただくことが

生産者の応援に繋がります。

中央畜産会
TEL.03-6206-0840

東京都千代田区外神田 2-16-2 第 2 ディーアイシービル 9F

全国の畜産会組織は地方競馬の売上の一部を活用して、日本の畜産振興に取り組んでいます。

兵庫県畜産協会（縦85mm×横175mm）
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にいがた和牛肥育名人による出前授業を実施しました！にいがた和牛肥育名人による出前授業を実施しました！

　にいがた和牛推進協議会では、和牛生産や「にいがた和牛」へ一層の理解と親しみを
持ってもらい、消費拡大を図ることを目的に、優れた生産技術を持つ「にいがた和牛肥
育名人」が県内小中学校を訪問する出前授業を行っております。今年度は11月に新潟市
立亀田西小学校と新潟市立笹口小学校の５年生を対象に実施しました。授業では、肥育
名人が和牛農家への就農理由や仕事の魅力や大変さ、牛に触れて感じる命の尊さなどに
ついて語り、児童からは仕事のやりがいや和牛への想いについて様々な質問が出るなど、
子供たちに畜産への関心を持ってもらうことができた、とても有意義な取組となりまし
た。

亀田西小学校にて児童たちの質問に答える
肥育名人 山賀氏

笹口小学校にて和牛経営の説明をする
肥育名人 時田氏



 2025.112

９９
（公社）中央畜産会　経営支援部（情報）  TEL03-6206-0846

（公社）中央畜産会からのお知らせ

◀スマートフォンからはこちら

◀パソコンからはこちらで検索

がんばる畜産

畜産現場の“今”を30分の番組にしました
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください
配信中の内容：ヨーロッパアルプ酪農の力とチーズ街道 オースト

リア・ブレゲンツァーヴァルト／日本畜産学会100
周年　第132回大会総集編／国際養鶏養豚総合展
2024 総集編　ほか
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「戦う獣医師」

新潟県農業共済組合（NOSAI新潟）

　第１事業部　家畜課　　伊　藤　悠　真

　私は茨城県で生まれ、幼い頃から犬や猫に囲まれて育ちました。高校生の時、飼っていた猫ががんになり、そ
の時の担当獣医師が病気や治療について高校生の私にも分かりやすく丁寧に説明してくれました。残念ながら猫
はがんの再発によって亡くなってしまいましたが、その後も獣医師は真摯に向き合い
続けてくれました。その姿を見て、動物だけでなく飼い主の心にも寄り添う獣医師と
いう職業に強く憧れを抱き、酪農学園大学へ進学しました。
　大学では、たくさんの大動物と関わる機会があり、次第に産業動物を支える獣医師
としての道を考えるようになり、NOSAI新潟にたどり着きました。実は、新潟には
就職してから来たため、それまで縁もゆかりもありませんでしたが、思い切って一人
で飲みに出たり、趣味として総合格闘技ジムに通い始めたりしました。試合にも出ま
したが、練習中に靭帯を痛め、松葉杖で過ごすことに。その時は上司に送り迎えをし
てもらいながら外回りができなかったことが、今となっては良い思い出です（笑）。

　新潟に住むうちに、地域行事である大凧祭りや沼垂祭りなどに参加する機
会が増え、次第に多くの人々とつながりを持てるようになりました。日本酒
の名産地ということもあり、お酒を通じて交流が広がり、今では新潟がとて
も過ごしやすく、好きな土地になりました。現在は繁殖検診や共済業務に携
わっており、繁殖分野ではそろそろ一人で診療を回せるように、研修を受け
ながら自信と技術を磨いているところです。将来的には、確かな技術で現場
を支える獣医師として、新潟の畜産を盛り上げ、貢献できるよう努めていき
たいと考えています。

声のコーナー声のコーナー

牛診療の風景牛診療の風景

現在の飼い猫現在の飼い猫
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畜産安心ブランド生産農場だより畜産安心ブランド生産農場だより畜産安心ブランド生産農場だより畜産安心ブランド生産農場だより

新潟市南区
有限会社アースレンジャー　渋 川 伸 也（養豚）

　弊社は新潟市南区で養豚肥育経営を行っており、育てた豚は「しろねポーク」のブラン
ドで流通しています。旨味があり柔らかい肉質と、甘みのある脂身が特徴です。これらの
品質を保ち安定してお届けするために、日頃から心がけているのは、豚が感じるストレス
の原因を突き止め、そのストレスをできる限り減らすことです。わずかな環境変化でも生
育や健康に影響が出る豚の飼育においては、ストレスの把握と低減が非常に重要なことで
あると思っています。日常の温度管理や飼料管理、設備の修繕、豚の些細な異変にはすぐ
に対応するなど飼育環境づくりには細心の注意を払っています。
　とはいえ、農場の設備が古く、思うようにいかない場面も少なくありません。畜産を取
り巻く情勢もめまぐるしく変化しており、飼料価格や資材価格などのコスト上昇も重くの
しかかっています。しかし、その中でも地域の食を支える一員としての使命感を持ち、
日々の作業に向き合っています。
　また、生産者組織に加入させていただいていることで、研修会をはじめ他の生産者の
方々との情報・意見交換を行える機会が増え、大きな学びを得ています。現場の悩みや工
夫を共有できることは、私にとって非常に心強く、経営の改善にもつながっています。
　今後については、老朽化した設備への投資を避けて通れないと感じています。養豚業を
持続していくためには環境整備が欠かせません。現状は設備投資に踏み切れていませんが、
成績改善や無駄の削減、情報収集など、
今できることを着実にしていくことで先
に繋げて行けたらと思います。安心安全
で美味しい豚肉を安定的に消費者の皆様
へお届けするべく、引き続き努力と工夫
を重ねていきます。

　あけましておめでとうございます。個人的な話ですが、ここ最近は様々な物の入れ
替えに時間を割いています。もう着るかどうかあやしい服をタンスから出して新しい
服を買ったり、録画はしたけれど一度も見てない番組を HDD から消して金曜ロード
ショーを録画したり、数え出したらキリがありません。
　新年というのは何かをやるきっかけになりやすいと思います。少しでも現状が良く
なるよう、身近なところから手を付けて頑張りたいと思います。� （青木　記）

編
集
後
記


